
コロナ禍により、昨年、そして今年も全日本選手権が中止となり、各チームの乗艇練習すら自粛
を余儀なくされてきましたが、この秋、本当に久し振りに、待ちに待ったレース 「葉山レガッタ」
（東日本選手権）を開催することが出来ました。
レースは10/23～24の2日間に渡り、富士山が望める爽やかな秋晴れの下で開催。
しかしながら、北の強烈なブローが容赦なく海面を這いまわり、沈艇続出。
初日第１レースでは、参加20艇中７艇が沈もしくはトラブルでリタイア。２日目も数艇が沈。
コロナ禍で練習不足の各チームには少々ハードでしたが、記憶に深く刻まれるレースとなりました。

「葉山レガッタ」から。
2021.10.23～24

参加チームのみなさん、本当にお疲れ様でした。









↑
マストトップに着けた黒球（浮き）
のおかげで完沈に至らず。
黒球は再帆を可能にすると共に、
体力消耗や、時として命を救います。
来期に向け、レースでの黒球装着
の義務化について、各チームの皆さ
んと検討していきたいと思います。
（by 沈経験者）

沈・沈・沈！
写真では白波も立っていない一見穏やかで海ですが、北のブローは強烈でした。
10月の海水温はまだ暖かさが残るものの、沈艇起こしは学生時代のようにはいき
ません。皆さん体力との戦いで難儀していましたが、普段の安穏とした生活には無
い刺激を楽しんでいるようにも見えました。





←この写真、何でしょう？

A１（早稲田）右
A２（慶應）中
A３（日大）左
が偶然揃った貴重な写真です。

↑開会式。

↑
優勝は「関西法友A級ディンギー倶楽部」(関西在住の法政ヨット部OB)。
第1レースはリタイアして21点ながら、その後、1位、2位、4位、1位の29点
で優勝。2位の櫻門A級ディンギークラブ(日大ヨット部OB)とは1点差でした。
写真左上の白い帽子が優勝チーム代表の渡邊浩さん(92歳）。
賞を渡すのはJADA(日本A級ディンギー協会)会長の飯泉さん(櫻門A級
ディンギー倶楽部）。
優勝チームには銀座和光製の銀皿が授与されました。今後は持ち回りで優
勝チームにバトンタッチされていきます。
この銀皿は、A級ディンギーをこよなく愛する某大学OBの方から(匿名希望）、
「今後のA級ディンギー界の健闘と、末長いレース継続を祈念したい」 という
ことで寄付いただいた皿です。

レース委員長の斉藤さん
(チーム稲毛・・千葉大OB)。

世話役の小森さん
(三田A級ディンギー倶楽部）。



記録

以上

⛵ また来年、頑張りましょう。 ⛵


